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ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体
と
一
九
七
九
年

一
九
九
一
年
十
二
月
二
十
五
日
に
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
は
解
体
し
た
。
そ
れ
に
さ
き
だ
つ
同
年
八
月
三
十
一
日
に
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
九
月
一
日
に

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
九
月
九
日
に
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
十
月
二
十
七
日
に
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
十
二
月
十
六
日
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
の
中
央
ア

ジ
ア
諸
国
が
独
立
す
る
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
解
体
に
い
た
る
兆
候
は
、
す
で
に
数
年
前
か
ら
数
お
お
く
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
数
お
お
く
の
兆
候
が

み
ら
れ
て
い
た
に
し
て
も
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
解
体
が
ど
の
時
期
に
ど
の
よ
う
な
形
で
現
実
化
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
事
前
に
把
握
し
て
い
た

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
解
体
を
は
や
く
か
ら
予
見
し
て
い
た
と
い
う
主
張
は
、
そ
れ
が
現
実
化

し
た
後
か
ら
続
出
し
て
い
る
（
写
真
1
）。

わ
た
し
自
身
が
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
変
調
を
感
じ
た
の
は
、
一
九
七
九
年
十
二
月
二
十
四
日
の
ソ
連
軍
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
の
ニ
ュ
ー

ス
を
き
い
た
と
き
で
あ
る
。
同
年
の
秋
か
ら
居
を
と
も
に
し
て
い
た
遊
牧
民
ユ
ル
ッ
ク
の
冬
営
地
の
テ
ン
ト
の
な
か
で
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
・
ラ

ジ
オ
か
ら
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
な
が
れ
て
き
た
。
冬
営
地
は
、
ト
ル
コ
の
地
中
海
沿
岸
の
ア
ン
タ
リ
ア
近
郊
の
森
林
の
な
か
に
あ
っ
た
。
数
日
後
の

ド
イ
ツ
か
ら
の
ト
ル
コ
語
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
解
説
の
な
か
で
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
戦
争
は
短
期
間
で
終
了
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
が
さ
れ
た
。

短
期
間
で
終
了
す
る
と
い
う
予
測
の
根
拠
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
森
林
が
な
い
の
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
よ
う
な
泥
沼
化
は
な
い
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
）
1
（
。

こ
の
日
の
夜
、
近
隣
の
テ
ン
ト
か
ら
数
人
の
お
客
さ
ん
が
あ
っ
た
。
ア
フ
ガ
ン
戦
争
が
短
期
間
で
終
了
す
る
と
い
う
解
説
を
き
い
て
、
そ
の
場

に
い
た
全
員
が
反
対
の
意
見
を
の
べ
た
。
短
期
間
で
は
終
了
す
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
意
見
の
根
拠
は
、
ソ
連
軍
の
理
不
尽
な
侵
攻
へ
の
復
讐
の

ア
ル
タ
イ・天
山
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
へ

　

松
原
正
毅

［
ま
え
が
き
］
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連
鎖
が
お
こ
る
た
め
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
復
讐
の
連
鎖
の
た
め
だ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
夜
の
予
想
の
通
り
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
戦

争
は
短
期
間
で
お
わ
る
こ
と
な
く
十
年
ち
か
く
の
泥
沼
戦
争
と
な
っ
た
。

ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
は
、
八
派
と
も
い
わ
れ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
内
の
武
装
勢
力
が
徹
底
的
な
抗
戦
を
お
こ
な
う
。
こ
の
武
装

勢
力
の
抗
戦
の
背
後
で
、
ア
メ
リ
カ
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
が
資
金
や
武
器
、
出
撃
基
地
提
供
の
面
で
大
規
模
な
支
援
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
戦
争
の
な
か
で
、
タ
リ
バ
ー
ン
が
生
ま
れ
、
ア
ル
・
カ
イ
ー
ダ
が
そ
だ
っ
て
い
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
一
九
八

九
年
二
月
に
ソ
連
軍
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
完
全
撤
退
し
、
ソ
連
は
敗
北
を
喫
す
る
。

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
の
は
じ
ま
っ
た
一
九
七
九
年
は
、
世
界
的
に
激
動
の
年
で
あ
っ
た
。
一
九
七
九
年
二
月
に
は
、
イ
ラ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム

革
命
が
お
こ
っ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
の
衝
撃
は
お
お
き
く
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
戦
争
も
イ
ス
ラ
ー
ム
化
の
過
大
な
影
響
を
防
止

す
る
た
め
の
軍
事
行
動
で
あ
っ
た
面
も
あ
る
。
同
年
四
月
三
日
に
は
、
中
国
か
ら
ソ
連
に
中
ソ
友
好
同
盟
相
互
援
助
条
約
の
破
棄
が
通
告
さ
れ
る
。

こ
の
通
告
に
と
も
な
っ
て
、
中
ソ
両
国
の
あ
い
だ
に
一
触
即
発
の
臨
戦
態
勢
に
ち
か
い
緊
張
が
は
し
っ
た
。
中
国
と
の
衝
突
に
そ
な
え
る
た
め
、

写真1　独立した直後のカザフスタンに残っていたレーニ
ン像（1992年、楊海英撮影）

ソ
連
の
衛
星
国
の
位
置
に
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和

国
に
は
数
十
万
の
ソ
連
軍
が
進
駐
し
、
巨
大
な
軍
事
基

地
が
い
く
つ
も
も
う
け
ら
れ
て
い
る
（
写
真
2
）。
当
時
、

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
な
ど

で
は
、
中
国
軍
の
侵
攻
に
そ
な
え
た
避
難
訓
練
や
防
空

壕
の
設
置
な
ど
が
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
。

中
国
新
疆
と
国
境
を
接
す
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
東
部

で
は
、
中
国
軍
と
の
衝
突
に
そ
な
え
た
施
設
や
設
備
が

と
と
の
え
ら
れ
て
い
る
。
の
ち
の
一
九
九
二
年
八
月
に

新
疆
ホ
ル
ゴ
ス
か
ら
独
立
ま
も
な
い
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
東

部
に
入
国
し
た
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
う
し
た
施
設
や
設

備
の
い
く
つ
か
を
目
撃
し
た
。
た
と
え
ば
、
ホ
ル
ゴ
ス
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か
ら
入
国
し
て
ま
も
な
く
目
に
す
る
道
路
は
重
舗
装
で
、
両
側
に
電

柱
な
ど
の
妨
害
物
の
な
い
軍
用
機
の
発
着
兼
用
の
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
の
首
都
ア
ル
マ
ア
タ
（
現
在
の
ア
ル
マ
ト
ゥ
）
近
郊
の
青
少
年
用

の
教
育
キ
ャ
ン
プ
の
宿
舎
の
壁
に
は
、
中
国
軍
を
お
も
わ
せ
る
軍
隊

が
侵
入
し
て
き
た
と
き
の
避
難
行
動
や
経
路
の
と
り
か
た
を
図
解
し

た
パ
ネ
ル
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
や
は
り
の
ち
の
一
九
九
三
年
八
月

に
新
疆
西
部
の
天
山
山
脈
の
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
草
原
を
た
ず
ね
た
と
き
、

道
中
の
あ
ち
こ
ち
で
放
棄
さ
れ
た
軍
事
施
設
を
目
に
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
ソ
連
軍
と
の
衝
突
に
そ
な
え
た
中
国
側
の
施
設

で
あ
る
。

さ
い
わ
い
な
こ
と
に
、
ソ
連
と
中
国
の
全
面
的
な
対
決
は
回
避
さ

れ
た
。
そ
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
が
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
に
手
一
杯
と
な
っ
た
ソ
連
と
し
て

は
、
中
国
と
の
衝
突
に
さ
く
余
力
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
戦
争
が
泥
沼
状
態
下
に
あ
っ
た
一
九
八
五

年
三
月
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ソ
連
共
産
党
書
記
長
に
就
任
し
た
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
（
改
革
）
と
グ
ラ
ス

ノ
ス
チ
（
情
報
公
開
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
内
政
改
革
を
推
進
す

る
な
か
で
ア
フ
ガ
ン
戦
争
の
終
結
の
道
を
さ
ぐ
る
。
十
年
に
わ
た
っ

た
ア
フ
ガ
ン
戦
争
は
一
九
八
九
年
二
月
の
ソ
連
軍
の
完
全
撤
退
と
と

も
に
終
結
す
る
が
、
こ
の
戦
争
に
よ
る
深
い
傷
が
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に

刻
ま
れ
た
。

写真2　モンゴル国のソ連軍基地廃墟。社会主義が崩壊してからソ連軍は撤退し、基地も遊牧民に破壊された
　（1997年夏、楊海英撮影）
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一
九
八
九
年
十
一
月
に
は
、
冷
戦
の
象
徴
と
も
い
え
る
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
打
ち
こ
わ
さ
れ
た
。
約
一
年
後
の
一
九
九
〇
年
十
月
、
分
裂
し
て
い

た
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
が
実
現
す
る
。
冷
戦
下
の
な
か
で
継
続
し
て
き
た
東
欧
諸
国
に
対
す
る
ソ
連
の
支
配
権
は
、
完
全
に
崩
壊
し
た
。
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
解
体
に
む
け
た
流
れ
は
、
加
速
化
さ
れ
激
流
と
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
一
連
の
流
れ
の
起
点
の
ひ
と
つ
が
、
一
九
七
九
年
十
二
月
の
ソ

連
の
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
一
九
七
九
年
は
お
お
き
な
歴
史
の
転
機
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
の
激
動
の
な
か
で
、
わ
た
し
自
身
は
以
前
か
ら
熱
望
し
て
き
た
ア
ル
タ
イ
山
脈
と
天
山
山
脈
を
中
心
と
し
た
地
域
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
可
能
性
を
か
ん
が
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」
と
も
よ
ば
れ
る
ソ
連
の
国
境
で
隔
絶
さ
れ
た
中
央
ア
ジ
ア
と
中
国

新
疆
に
ま
た
が
る
両
山
脈
を
中
心
と
し
た
地
域
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
前
は
自
由
な
踏
査
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
空
間
で
あ
っ
た
。「
鉄
の
カ
ー

テ
ン
」
の
綻
び
が
み
え
は
じ
め
た
一
九
九
〇
年
に
は
い
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
ア
ル
タ
イ
山
脈
と
天
山
山
脈
を
中
心
と
し
た
地
域
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
目
ざ
し
て
、
文
部
科
学
省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
申
請
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
。

ア
ル
タ
イ
・
天
山
地
域
に
お
け
る
遊
牧
の
歴
史
民
族
学
的
研
究

わ
た
し
は
、
一
九
七
九
年
九
月
か
ら
一
九
八
〇
年
九
月
ま
で
、
ト
ル
コ
の
ト
ロ
ス
（
タ
ウ
ロ
ス
）
山
脈
西
部
を
中
心
に
遊
牧
生
活
を
お
く
る
遊

牧
民
ユ
ル
ッ
ク
の
社
会
の
な
か
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
遊
牧
研
究
の
さ
ら
な
る
展
開
を
は
か
る
た
め
、
ア
ル
タ
イ
山

脈
と
天
山
山
脈
を
中
心
と
し
た
地
域
に
お
け
る
調
査
研
究
を
企
画
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ア
ル
タ
イ
山
脈
と
天
山
山
脈
を
中
心
と
し
た
地
域
は
、
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
遊
牧
勢
力
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
た
歴
史
を
内
包
し
て
い
る
。

一
九
九
一
年
春
に
、
前
年
度
に
申
請
し
た
国
際
学
術
調
査
の
た
め
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
採
択
が
正
式
に
決
定
し
た
。
科
学
研
究
費
補
助
金

の
申
請
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
ア
ル
タ
イ
・
天
山
に
お
け
る
遊
牧
の
歴
史
民
族
学
的
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
：03041096

）
で
あ
る
。
こ
の
調
査
研

究
は
、
一
九
九
一
年
度
か
ら
一
九
九
三
年
度
ま
で
の
三
年
計
画
で
あ
っ
た
。

一
九
九
一
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
松
原
正
毅
（
写
真
3
）
と
楊
海
英
（
当
時
総
合
研
究
大
学
院
博
士
課
程
）
が
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
の
区
都
ウ
ル
ム
チ
を
訪
問
し
た
。
同
年
の
夏
に
お
こ
な
う
予
定
を
し
て
い
た
わ
た
し
た
ち
の
調
査
の
う
け
い
れ
に
つ
い
て
、
公
的
な
協
議
書

を
か
わ
す
た
め
で
あ
る
。
協
議
書
を
か
わ
す
相
手
は
、
新
疆
科
学
探
険
協
会
で
あ
っ
た
。
当
時
、
こ
の
協
会
の
事
務
所
は
新
疆
科
学
院
の
内
部
に

も
う
け
ら
れ
て
い
た
。
新
疆
科
学
探
険
協
会
の
責
任
者
と
し
て
協
議
書
の
ま
と
め
に
あ
た
っ
た
の
は
、
滕
庭
康
氏
と
呂
銘
氏
で
あ
る
。
三
年
に
わ
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た
る
新
疆
で
の
調
査
活
動
に
つ
い
て
の
協
議
書
は
、
無
事

に
双
方
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
と
き
、
わ
た

し
た
ち
の
希
望
と
し
て
二
年
度
（
一
九
九
二
年
度
）
と
三

年
度
（
一
九
九
三
年
度
）
に
は
陸
路
で
新
疆
か
ら
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
と
モ
ン
ゴ
ル
に
入
国
す
る
計
画
を
提
示
し
て
い
る
。

こ
の
時
点
で
は
ま
だ
具
現
化
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
近
い

将
来
に
予
想
さ
れ
る
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体
の
後
の
状
況
を
、

国
境
を
ま
た
い
で
確
認
し
て
お
き
た
か
っ
た
た
め
で
も
あ

る
。一

九
九
一
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
七
月
二
十
五
日
ま
で
、

第
一
次
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
松
原
・
楊
が
、
先
発
し
て

写真3　1991年春に予備調査で新疆ウイグル自治区
に入った時の一枚（松原）。背後に天山の雪がみえ
る　（楊海英撮影）

新
疆
に
は
い
っ
て
い
る
。
新
疆
で
は
、
は
じ
め
に
ジ
ム
サ
ル
近
郊
の
北
庭
故
城
（
唐
代
の
北
庭
大
都
護
府
、
天
山
ウ
イ
グ
ル
王
国
の
首
都
）
を
た
ず
ね

た
あ
と
北
上
し
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
盆
地
を
縦
断
し
た
。
こ
の
当
時
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
盆
地
を
縦
断
す
る
舗
装
道
路
は
な
く
、
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
走
行
し
た
自
動
車
の
上
下
動
を
通
じ
て
地
表
面
の
凹
凸
の
は
げ
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
。
ジ
ュ
ン
ガ
ル
盆
地
が
、
平
坦
で
な
い
起
伏
に
富
ん
だ

空
間
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
み
ず
か
ら
体
験
し
て
み
て
は
じ
め
て
了
解
で
き
る
事
象
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。

ジ
ム
サ
ル
か
ら
北
上
し
て
、
ア
ル
タ
イ
山
脈
南
麓
の
キ
ョ
ク
ト
ガ
イ
（
富
蘊
）
に
つ
い
た
。
キ
ョ
ク
ト
ガ
イ
か
ら
は
、
ひ
た
す
ら
長
大
な
ア
ル

タ
イ
山
脈
南
麓
ぞ
い
の
道
を
西
へ
ア
ル
タ
イ
に
む
か
う
。
ア
ル
タ
イ
か
ら
北
西
一
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
ま
で
は
い
る
と
、
ア
ル

タ
イ
山
脈
の
懐
深
く
に
達
す
る
。
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
は
、
カ
ザ
フ
の
な
か
の
ケ
レ
イ
集
団
の
夏
営
地
で
あ
る
。
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
か
ら
は
、
主
要
な
交

通
手
段
は
騎
馬
だ
け
に
な
る
。
広
大
で
緑
豊
か
な
盆
地
状
の
草
原
が
、
環
の
よ
う
に
な
っ
て
山
な
み
の
む
こ
う
ま
で
い
く
つ
も
つ
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
は
、
カ
ザ
フ
の
人
た
ち
を
主
と
し
た
遊
牧
の
世
界
で
あ
る
。
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
を
中
心
と
し
た
地
域
で
、
石
人
や
遺
跡
を
た
ず
ね
、
お
お
く
の

人
た
ち
か
ら
遊
牧
の
現
状
や
歴
史
に
つ
い
て
ま
な
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
に
は
、
第
一
次
調
査
の
後
半
に
あ
た
る
七
月
初
旬
に
も
再

訪
し
て
滞
在
し
て
い
る
。
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ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
か
ら
ア
ル
タ
イ
に
で
た
あ
と
は
、
約
三
週
間
を
か
け
て
ブ
ル
ジ
ン
、
ホ
ボ
ク
シ
ル
、
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
、
ボ
ル
タ
ラ
、
イ
リ
な
ど

を
め
ぐ
っ
た
。
こ
の
旅
で
も
、
石
人
や
岩
画
、
城
跡
な
ど
を
た
ず
ね
、
カ
ザ
フ
や
ウ
イ
グ
ル
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
モ
ン
ゴ
ル
、
シ
ボ
、
ト
ゥ
バ
な
ど

の
人
た
ち
か
ら
聞
き
書
き
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
七
月
十
二
日
に
ウ
ル
ム
チ
で
、
後
発
の
濱
田
正
美
（
当
時
神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授
）、
堀
直
（
当

時
甲
南
大
学
文
学
部
教
授
）、
林
俊
雄
（
当
時
創
価
大
学
文
学
部
助
教
授
）、
庄
司
博
史
（
当
時
国
立
民
族
学
博
物
館
助
教
授
）
と
合
流
し
た
。
合
流
後
、
ウ

ル
ム
チ
か
ら
ボ
ル
タ
ラ
、
温
泉
、
精
河
な
ど
ま
で
行
動
を
と
も
に
し
た
あ
と
、
先
発
の
松
原
・
楊
は
七
月
二
十
五
日
に
帰
国
す
る
。
先
発
組
は
、

ジ
ュ
ン
ガ
ル
盆
地
の
外
縁
を
反
時
計
ま
わ
り
に
ほ
ぼ
一
周
し
た
こ
と
に
な
る
。
自
動
車
の
走
行
距
離
は
、
七
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ち
か
く
だ
っ

た
。
後
発
組
の
な
か
で
、
最
後
ま
で
新
疆
に
の
こ
っ
た
濱
田
は
九
月
十
九
日
に
帰
国
し
た
。

国
境
を
こ
え
る

一
九
九
二
年
度
の
第
二
次
調
査
の
先
発
組
を
つ
と
め
た
松
原
・
楊
は
、
六
月
二
十
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
新
疆
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
調
査
・
研

究
を
お
こ
な
っ
た
。
松
原
・
楊
は
、
ウ
ル
ム
チ
か
ら
カ
ラ
マ
イ
経
由
で
ア
ル
タ
イ
に
直
行
し
た
あ
と
、
前
年
度
に
お
と
ず
れ
た
ア
ル
タ
イ
山
中
の

夏
営
地
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
に
む
か
う
。
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
を
中
心
に
約
一
カ
月
滞
在
し
、
騎
馬
で
ジ
ャ
ガ
ス
タ
イ
な
ど
数
箇
所
の
夏
営
地
を
た
ず
ね
あ

る
い
た
。
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
な
か
で
、
ア
ル
タ
イ
山
中
に
お
け
る
遊
牧
の
現
状
と
歴
史
に
つ
い
て
お
お
く
の
こ
と
を
ま
な
ん
で
い
る
。

と
く
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
夏
営
地
に
お
い
て
ヒ
ツ
ジ
や
ウ
シ
、
ウ
マ
、
ラ
ク
ダ
な
ど
の
群
れ
の
お
お
く
が
牧
夫
の
随
伴
し
な
い
放
し
飼
い
の

状
態
で
自
由
に
生
活
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
状
態
で
も
、
ヒ
ツ
ジ
や
ウ
シ
の
群
れ
は
テ
ン
ト
ち
か
く
の
寝
場
所
を
朝
に
で
て
日
中
の
採
食

を
す
ま
せ
て
夕
方
に
か
え
っ
て
き
て
い
た
。
こ
れ
は
、
遊
牧
の
起
源
が
現
生
人
類
と
野
生
動
物
群
と
の
共
生
関
係
の
構
築
を
基
盤
に
し
て
い
た
こ

と
を
よ
く
反
映
し
た
事
象
と
い
え
る
。

一
九
九
二
年
八
月
一
日
に
、
イ
リ
で
後
発
の
堀
・
林
と
合
流
し
た
。
翌
日
、
国
境
の
ホ
ル
ゴ
ス
を
こ
え
て
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
入
国
す
る
。
こ
の

あ
と
、
約
三
週
間
を
か
け
て
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
東
部
の
石
人
や
古
墳
、
遺
跡
な
ど
を
踏
査
し
た
（
写
真
4
）。
そ
の
経
路
は
、
ホ
ル
ゴ
ス
―
ア
ル
マ
ア

タ
―
タ
ル
デ
ィ
・
ク
ル
ガ
ン
―
ア
ヤ
グ
ズ
―
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
―
ザ
イ
サ
ン
―
ハ
ト
ゥ
ン
・
カ
ラ
ガ
イ
―
ウ
ス
チ
カ
メ
ノ
ゴ
ル
ス
ク
―
ア
ヤ
グ
ズ
―

タ
ル
デ
ィ
・
ク
ル
ガ
ン
―
ジ
ャ
ル
ケ
ン
ト
―
ホ
ル
ゴ
ス
で
あ
っ
た
。

独
立
ま
も
な
い
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、
食
糧
や
生
活
物
資
が
極
度
に
不
足
し
て
い
た
。
新
疆
側
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
側
に
ホ
ル
ゴ
ス
の
税
関
を
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ぬ
け
て
く
る
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
や
バ
ス
の
天
井
に
は
、
例
外
な
く
車
が
か
た
む
く
ほ
ど
の
荷
物
が
満
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
ト
ラ
ッ
ク
や
満

員
バ
ス
が
、
数
十
台
の
車
列
を
な
し
て
は
し
り
さ
っ
て
ゆ
く
。
イ
リ
の
ホ
テ
ル
で
は
、
夜
明
け
ま
で
ド
ン
ゴ
ロ
ス
の
袋
に
衣
類
な
ど
を
極
限
ま
で

つ
め
こ
ん
で
糸
で
縫
い
あ
わ
せ
る
喧
噪
が
や
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら
買
い
つ
け
に
き
た
人
た
ち
を
中
心
に
し
た
経
済
活
動
に

む
け
た
熱
気
は
、
き
わ
め
て
た
か
い
も
の
で
あ
っ
た
（
写
真
5
）。

八
月
二
十
一
日
に
、
ホ
ル
ゴ
ス
で
濱
田
の
で
む
か
え
を
う
け
る
。
ホ
ル
ゴ
ス
か
ら
イ
リ
を
へ
て
、
昭
蘇
に
む
か
っ
た
。
昭
蘇
で
は
、
六
世
紀
末

に
た
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
西
突
厥
の
ニ
リ
可
汗
の
事
績
を
顕
彰
し
た
文
章
の
刻
ま
れ
た
石
人
を
た
ず
ね
る
。
石
人
の
腰
か
ら
下
の
部
分
に
刻
ま
れ

た
文
章
は
、
ソ
グ
ド
文
字
で
か
か
れ
て
い
る
。
昭
蘇
か
ら
シ
ャ
タ
に
む
か
う
途
中
の
ア
ク
ス
の
川
岸
で
、
横
た
お
し
に
な
っ
た
高
さ
二
・
五
メ
ー

ト
ル
の
三
角
錐
状
の
石
柱
を
み
つ
け
た
（
写
真
6
）。
こ
の
石
柱
に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
濱
田
の
解
読
に
よ
る
と
、
カ

ラ
ハ
ン
朝
（
十
〜
十
二
世
紀
）
時
代
の
碑
文
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う）

2
（

。
シ
ャ
タ
か
ら
新
源
な
ど
を
へ
て
、
天
山
山
脈
中
の
ナ
ラ
ト
草
原
の
夏
営

地
に
ゆ
く
。
夏
営
地
で
短
時
間
滞
在
し
た
あ
と
、
イ
リ
を
経
由
し
て
八
月
三
十
一
日
に
ウ
ル
ム
チ
に
か
え
っ
た
。
松
原
・
楊
は
九
月
三
日
、
堀
・

林
・
濱
田
は
九
月
十
六
日
に
帰
国
す
る
。

一
九
九
三
年
度
の
第
三
次
調
査
は
、
新
疆
と
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
。
先
発
組
の
松
原
・
楊
は
一
九
九
三
年
六
月
二
十
日
か
ら
九
月

十
八
日
ま
で
、
後
発
組
の
濱
田
・
堀
・
林
は
七
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
十
八
日
、
小
長
谷
有
紀
（
当
時
国
立
民
族
学
博
物
館
助
教
授
）
は
七
月
二
十

九
日
か
ら
八
月
十
二
日
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
に
参
加
し
て
い
る
。

松
原
・
楊
は
、
ウ
ル
ム
チ
か
ら
カ
ラ
マ
イ
経
由
で
ア
ル
タ
イ
に
直
行
し
た
あ
と
、
前
年
と
同
様
に
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
へ
む
か
う
。
こ
の
年
の
六
月

十
日
こ
ろ
に
大
雨
が
ふ
り
、
洪
水
の
た
め
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
へ
の
道
は
あ
ち
こ
ち
で
寸
断
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
自
動
車
は
途
中
ま
で
し
か
利

用
で
き
ず
、
ウ
マ
を
調
達
し
て
一
日
が
か
り
で
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
に
つ
く
。
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
ま
で
の
騎
馬
の
道
中
は
、
夏
営
地
へ
移
動
す
る
ヒ
ツ
ジ

や
ウ
シ
、
ウ
マ
の
大
群
と
家
財
道
具
を
積
載
し
た
ラ
ク
ダ
の
隊
列
と
ず
っ
と
一
緒
に
行
を
と
も
に
し
て
い
る
。
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
を
中
心
に
ジ
ャ
ガ

ス
タ
イ
な
ど
の
夏
営
地
を
た
ず
ね
、
三
週
間
ほ
ど
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
聞
き
と
り
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

七
月
十
六
日
に
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
か
ら
ア
ル
タ
イ
に
で
て
、
翌
日
に
ア
ル
タ
イ
か
ら
キ
ョ
ク
ト
ガ
イ
ま
で
移
動
し
た
。
二
年
前
に
工
事
中
だ
っ
た

ア
ル
タ
イ
・
キ
ョ
ク
ト
ガ
イ
間
の
道
路
が
、
完
全
に
舗
装
さ
れ
て
い
る
。
キ
ョ
ク
ト
ガ
イ
と
そ
の
東
の
チ
ン
ギ
ル
（
青
河
）
で
、
い
く
つ
か
の
夏

営
地
を
た
ず
ね
る
。
ア
ル
タ
イ
山
脈
中
の
キ
ョ
ク
ト
ガ
イ
や
チ
ン
ギ
ル
近
郊
の
夏
営
地
は
、
急
峻
な
山
岳
地
帯
に
あ
っ
て
ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト
な
ど
に
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写真6　シャタで発見したアラビア文字の石碑。近くに立つのは濱田正美（1992年夏、楊海英撮影）

く
ら
べ
る
と
狭
隘
な
草
原
と
な
っ
て
い
る
。
交
通
手
段
は
、
す
べ
て

騎
馬
で
あ
る
。
チ
ン
ギ
ル
か
ら
北
東
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

の
と
こ
ろ
に
あ
る
三
道
海
子
で
、
直
径
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
積
石
塚
を
み
た
。
地
元
で
は
ゲ
ゲ
ン
・

オ
ボ
と
よ
ば
れ
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ン
の
次
男
チ
ャ
ガ
タ
イ
の
墓
と
も
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
の
息
子
の
墓
と
も
い
わ
れ
る
伝
承
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

七
月
二
十
九
日
に
、
チ
ン
ギ
ル
か
ら
ウ
ル
ム
チ
に
か
え
っ
た
。

七
月
三
十
日
に
、
ウ
ル
ム
チ
で
後
発
組
と
合
流
し
た
。
八
月
一
日

に
、
小
長
谷
が
ホ
ボ
ク
シ
ル
に
む
け
て
出
発
す
る
。
松
原
・
楊
・
濱

田
・
堀
・
林
は
、
八
月
三
日
に
天
山
山
脈
中
の
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
草
原

（
モ
ン
ゴ
ル
語
名
バ
イ
ン
ブ
ラ
ク
草
原
）
を
目
ざ
し
て
ウ
ル
ム
チ
を
た
っ

た
。
カ
ラ
シ
ャ
フ
ル
（
焉
耆
）
を
経
由
し
て
、
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
草
原
の

中
央
部
に
は
い
る
。
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
草
原
で
は
、
中
国
科
学
院
新
疆
生

物
土
壌
沙
漠
研
究
所
巴
音
布
魯
克
草
原
生
態
観
測
試
験
站
に
滞
在
し

て
、
こ
こ
を
拠
点
に
し
て
東
西
南
北
に
足
を
の
ば
す）

3
（

。
一
九
七
二
年

に
設
置
さ
れ
た
観
測
試
験
所
は
、
高
度
二
四
七
三
メ
ー
ト
ル
の
と
こ

ろ
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
草
原
在
来
の
草
の
草
丈
は
ひ
く
い
の
で
、

種
を
ま
き
一
年
に
二
〜
三
回
灌
漑
を
し
て
草
丈
の
た
か
い
牧
草
を
育

成
す
る
実
験
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
冬
季
の
家
畜
用
の
飼
料
で
あ
る

干
し
草
を
確
保
す
る
た
め
、
刈
り
い
れ
の
で
き
る
草
丈
の
た
か
い
牧

草
の
育
成
を
目
的
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ユ
ル
ド
ゥ
ズ
草
原
は
、
広
闊
な
空
間
で
あ
る
。
こ
の
空
間
に
、
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代
々
の
遊
牧
民
た
ち
が
す
ご
し
た
痕
跡
を
物
語
る
石
人
や
大
小
の
古
墳
が
点
在
し
て
い
る
。
五
六
八
年
に
突
厥
の
イ
ス
テ
ミ
可
汗
が
は
る
か
西
方

の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
か
ら
の
使
者
ゼ
マ
ル
コ
ス
を
む
か
え
た
の
は
、
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
草
原
の
牙
帳
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
イ
ス
テ
ミ
可
汗
は
、
絹
地
の

織
物
で
内
部
を
飾
っ
た
天
幕
の
な
か
で
、
二
輪
の
車
つ
き
の
金
の
椅
子
に
す
わ
っ
て
使
者
を
む
か
え
て
い
る
。
使
者
に
は
、
金
の
壺
と
金
杯
で
ク

ミ
ズ
（
馬
乳
酒
）
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
栄
華
を
つ
た
え
る
も
の
は
な
に
も
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
オ
ル
ホ
ン
川

流
域
と
な
ら
ん
で
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
草
原
が
豊
か
な
草
原
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

八
月
十
三
日
に
は
、
十
日
間
た
ら
ず
す
ご
し
た
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
草
原
を
あ
と
に
ウ
ル
ム
チ
に
帰
着
し
た
。
陸
路
で
国
境
を
こ
え
て
、
モ
ン
ゴ
ル
に

は
い
る
準
備
を
す
る
た
め
で
あ
る
。
予
定
で
は
、
新
疆
側
の
ハ
ミ
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
側
の
ゴ
ビ
ア
ル
タ
イ
県
（
ア
イ
マ
ク
）
に
ぬ
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
呂
銘
さ
ん
た
ち
の
尽
力
で
、
新
疆
側
の
出
国
の
手
つ
づ
き
も
モ
ン
ゴ
ル
側
の
う
け
い
れ
の
手
つ
づ
き
も
完
了
し
て
い
た
。
八
月
十
六
日

に
ウ
ル
ム
チ
を
た
っ
て
、
バ
リ
コ
ル
な
ど
を
経
由
し
て
八
月
二
十
日
に
ハ
ミ
に
到
着
し
た
。
翌
日
、
ハ
ミ
の
税
関
で
出
国
と
モ
ン
ゴ
ル
入
国
の
交

渉
を
は
じ
め
る
と
、
国
境
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
国
境
閉
鎖
の
理
由
は
、
六
月
上
旬
の
大
雨
で
ゴ
ビ
ア
ル
タ
イ
の
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
ペ
ス
ト
の
大
流
行
で
入
境
・
出
境
の
禁
止
令
が
で
て
い
る
た
め
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。
税
関
と
の
押
し
問
答
で
は
埒
が
あ
か
な
い
の
で
、

陸
路
で
の
モ
ン
ゴ
ル
ゆ
き
の
当
初
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
す
る
。

八
月
二
十
三
日
に
ハ
ミ
を
は
な
れ
て
、
ウ
ル
ム
チ
へ
む
か
う
。
空
路
で
、
モ
ン
ゴ
ル
に
入
国
す
る
た
め
で
あ
る
。
八
月
二
十
九
日
に
、
飛
行
機

で
ウ
ル
ム
チ
か
ら
北
京
に
む
か
う
。
八
月
三
十
一
日
に
、
北
京
を
出
発
し
て
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
到
着
し
た
。

到
着
し
た
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
飛
行
場
で
は
、
飛
行
機
の
タ
ラ
ッ
プ
の
下
か
ら
待
合
室
ま
で
赤
い
敷
物
を
し
き
つ
め
た
通
路
が
用
意
さ
れ
て
い

た
。
北
京
か
ら
の
飛
行
機
に
イ
ン
ド
か
ら
仏
舎
利
を
は
こ
ん
で
き
た
国
賓
四
人
が
同
乗
し
て
い
て
、
こ
の
人
た
ち
を
歓
迎
す
る
た
め
に
も
う
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
仏
舎
利
を
収
納
し
た
壺
は
、
使
者
の
ひ
と
り
の
頭
上
に
の
せ
て
は
こ
ば
れ
た
（
写
真
7
）。
こ
の
仏
舎
利
は
、
中
央
美
術
館
に

お
け
る
世
界
の
仏
像
の
展
覧
会
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
二
月
に
社
会
主
義
を
放
棄
し
て
モ
ン
ゴ
ル
国
と
な
っ
て
以
来
、
仏
教
の
再
興

が
社
会
的
に
熱
い
潮
流
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、
仏
教
再
興
の
熱
い
潮
流
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
で
の
調
査
活
動
は
、
ル
ハ
グ
ワ
ス
レ
ン
（
当
時
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
館
長
）
の
支
援
を
う
け
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
九
月
一

日
に
は
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
南
東
の
ナ
ラ
イ
ハ
近
く
に
あ
る
ト
ン
ユ
ク
ッ
ク
碑
文
を
た
ず
ね
る
。
ト
ン
ユ
ク
ッ
ク
（
六
四
六
〜
七
二
六
）
は
、
突
厥

の
イ
リ
テ
ィ
リ
シ
ュ
可
汗
の
重
臣
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
息
子
た
ち
の
ビ
ル
ゲ
可
汗
や
キ
ョ
ル
・
テ
ギ
ン
の
治
世
を
さ
さ
え
た
。
ト
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写真7　社会主義制度が崩壊した直後、宗教信仰の自由を迎えるかのように、仏舎利を丁重に受け入れるモン
ゴル国（1993年8月、楊海英撮影）

ン
ユ
ク
ッ
ク
の
功
績
を
し
る
し
た
碑
文
は
、
か
れ
の
死
後
ま
も
な
く

建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
わ
た
し
自
身
が
梅
棹
忠
夫
（
当
時
国
立
民

族
学
博
物
館
館
長
）、
加
藤
九
祚
（
当
時
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
）
た

ち
と
と
も
に
一
九
八
二
年
六
月
に
は
じ
め
て
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国

を
た
ず
ね
た
と
き
に
、
ト
ン
ユ
ク
ッ
ク
碑
文
へ
の
訪
問
の
希
望
を
だ

し
て
い
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
当
然
で
、
当
時
こ
の
碑
文

の
位
置
す
る
一
帯
に
は
ソ
連
軍
の
大
規
模
な
軍
事
基
地
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
ト
ン
ユ
ク
ッ
ク
碑
文
を
実
見
す
る
希
望
は
、
十
一
年
の
時

を
へ
て
か
な
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

九
月
二
日
に
は
、
二
台
の
車
に
分
乗
し
て
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
を
出

発
し
た
。
こ
れ
は
、
ホ
シ
ョ
・
ツ
ァ
イ
ダ
ム
の
オ
ル
ホ
ン
突
厥
碑
文

と
ハ
ラ
ホ
リ
ン
の
カ
ラ
コ
ル
ム
遺
跡
を
目
ざ
し
て
の
旅
で
あ
る
。
当

時
は
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
と
ハ
ラ
ホ
リ
ン
と
の
あ
い
だ
の
三
百
数
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
に
は
未
舗
装
や
未
修
理
の
部
分
が
お
お
か
っ

た
。
二
台
の
車
は
、
草
原
の
う
え
に
刻
ま
れ
た
多
数
の
轍
跡
を
そ
れ

ぞ
れ
自
由
に
た
ど
り
な
が
ら
す
す
ん
で
ゆ
く
。
そ
の
う
ち
、
途
中
か

ら
お
互
い
の
車
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
一
号
車

に
は
松
原
・
楊
・
ナ
ワ
ン
（
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
、
考
古
学
者
）、

二
号
車
に
は
濱
田
・
堀
・
林
が
分
乗
し
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
一

号
車
は
ホ
シ
ョ
・
ツ
ァ
イ
ダ
ム
に
、
二
号
車
は
ハ
ラ
ホ
リ
ン
に
夜
分

お
そ
く
到
着
し
た
。
相
互
の
連
絡
手
段
が
な
い
う
え
に
、
ガ
ソ
リ
ン

が
逼
迫
し
て
い
る
。
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
の
経
済
状
況
は
わ
る
く
、
ガ
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ソ
リ
ン
の
補
給
も
自
由
に
は
で
き
な
い
。

ホ
シ
ョ
・
ツ
ァ
イ
ダ
ム
で
は
、
キ
ョ
ル
・
テ
ギ
ン
碑
文
の
ち
か
く
に
テ
ン
ト
を
は
っ
て
二
号
車
の
到
着
を
ま
つ
こ
と
に
し
た
。
そ
の
夜
、
二
号

車
は
こ
な
か
っ
た
。
翌
日
も
、
二
号
車
は
こ
な
い
。
夜
に
な
る
と
、
と
き
ど
き
草
原
の
は
る
か
む
こ
う
か
ら
自
動
車
の
ラ
イ
ト
の
光
が
み
え
る
。

草
原
に
起
伏
が
あ
る
た
め
、
ラ
イ
ト
の
光
は
視
界
か
ら
き
え
た
り
あ
ら
わ
れ
た
り
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
近
づ
い
て
く
る
。
二
号
車
か
と
期
待
す

る
が
、
そ
の
た
び
に
走
り
さ
っ
て
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
。
結
局
、
そ
の
夜
も
二
号
車
は
こ
な
か
っ
た
。
九
月
四
日
朝
、
手
も
ち
の
最
後
の
ガ
ソ
リ
ン

を
つ
か
っ
て
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
ハ
ラ
ホ
リ
ン
に
ナ
ワ
ン
を
乗
せ
た
一
号
車
を
派
遣
す
る
。
そ
こ
で
、
二
号
車
の
消
息
を
た

ず
ね
る
の
と
捜
索
の
た
め
の
ガ
ソ
リ
ン
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。
さ
い
わ
い
、
ハ
ラ
ホ
リ
ン
で
ま
っ
て
い
た
二
号
車
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
運
転
手
の
あ
い
だ
で
到
着
地
に
つ
い
て
の
お
も
い
ち
が
い
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
ゆ
き
ち
が
い
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

十
一
年
ぶ
り
に
再
見
し
た
キ
ョ
ル
・
テ
ギ
ン
碑
文
は
、
劣
化
が
進
行
し
て
い
た
。
七
三
二
年
に
建
て
ら
れ
た
碑
文
は
、
寒
暖
の
差
が
お
お
き
い

気
候
の
な
か
で
石
脈
の
内
部
に
し
み
こ
ん
だ
水
分
の
凍
結
と
融
解
の
く
り
か
え
し
に
よ
っ
て
劣
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
の
ち
の
一
九
九
八
年
に

な
っ
て
、
国
立
民
族
学
博
物
館
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
キ
ョ
ル
・
テ
ギ
ン
碑
文
の
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
を
二
体
つ
く
っ
た
。
ひ
と
つ
は
モ
ン
ゴ
ル

国
立
歴
史
民
族
博
物
館
に
寄
贈
し
、
ひ
と
つ
は
国
立
民
族
学
博
物
館
の
大
モ
ン
ゴ
ル
展
（
一
九
九
八
年
）
で
展
示
し
た
。

九
月
五
日
に
カ
ラ
コ
ル
ム
の
都
市
址
を
あ
る
き
ま
わ
っ
た
あ
と
、
ハ
ラ
ホ
リ
ン
を
あ
と
に
し
て
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
か
え
る
。
翌
日
、
飛
行
機

で
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
ウ
ブ
ス
県
の
県
都
ウ
ラ
ン
ゴ
ム
に
む
か
う
。
ウ
ラ
ン
ゴ
ム
の
県
立
博
物
館
で
、
プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
馬
（
モ
ン
ゴ
ル

語
名
タ
ヒ
）
の
標
本
に
対
面
し
た
。
一
九
八
六
年
に
捕
獲
さ
れ
た
個
体
の
標
本
で
、
モ
ン
ゴ
ル
で
生
息
が
確
認
さ
れ
た
最
後
の
事
例
で
あ
る
。
プ

ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
馬
は
な
が
ら
く
野
生
馬
と
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
七
五
〇
〇
年
前
こ
ろ
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
家
畜
化
さ
れ
て
い
た

ウ
マ
が
野
生
化
し
た
も
の
の
子
孫
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ウ
ラ
ン
ゴ
ム
の
近
郊
で
、
ホ
ト
ン
の
人
た
ち
の
集
落
を
た
ず
ね
た
。
ホ
ト
ン
の
人
口
は
、
五
〇
〇
〇
人
く
ら
い
で
あ
る
（
写
真
8
）。
十
八
世
紀

前
半
こ
ろ
、
中
央
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
か
ら
農
耕
に
従
事
す
る
た
め
に
こ
の
地
域
に
お
く
り
こ
ま
れ
た
人
た
ち
の
子
孫
と
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ト
ン
は

モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
町
の
人
」
を
意
味
し
、
も
と
も
と
他
称
で
あ
っ
た
の
が
自
称
に
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
は
ト
ル
コ
語
系
の
言
語
を
話

し
て
い
た
が
、
ド
ル
べ
ト
方
言
の
影
響
を
強
く
う
け
て
い
る
。
唯
一
神
で
あ
る
ア
マ
ル
・
ホ
マ
ル
を
信
仰
し
、
み
ず
か
ら
を
ム
ス
リ
マ
ン
（
イ
ス

ラ
ー
ム
教
徒
）
と
よ
ぶ
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
で
お
こ
な
わ
れ
る
断
食
や
犠
牲
祭
な
ど
は
、
ホ
ト
ン
の
な
か
で
は
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。
社
会
主
義
体
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制
が
放
棄
さ
れ
た
あ
と
、
モ
ン
ゴ
ル
の
人
た
ち
の
な
か
で
仏
教
の
再
興

の
潮
流
が
お
お
き
く
な
っ
て
い
る
の
に
並
行
し
て
、
ホ
ト
ン
の
人
た
ち

の
な
か
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
再
興
の
熱
が
た
か
ま
っ
て
い
た
。

ウ
ブ
ス
県
の
西
南
部
を
ま
わ
っ
た
あ
と
、
九
月
十
四
日
の
飛
行
機
で

ウ
ラ
ン
ゴ
ム
か
ら
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
か
え
る
。
九
月
十
七
日
に
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
を
た
っ
て
北
京
で
一
泊
し
、
翌
日
に
帰
国
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
民
族
形
成
の
歴
史
民
族
学
的
研
究

ア
ル
タ
イ
・
天
山
を
中
心
と
し
た
地
域
を
対
象
と
し
て
三
次
に
わ

た
っ
て
お
こ
な
っ
た
歴
史
民
族
学
的
研
究
は
、
さ
ら
に
継
続
し
て
対
象

を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
研
究
調
査
を
拡
大
す
べ
き
対
象
と
な
る

地
域
は
、
北
方
と
西
方
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
ま
ず
北
方
の
地
域
に
お

け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
目
的
と
し
て
、
一
九
九
四
年
に
文
部
科
学

省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
申
請
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
申
請

書
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
民
族
形
成
の
歴
史
民
族
学

的
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
：07041307

）
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
春
に
、

三
年
に
わ
た
る
こ
の
計
画
の
採
択
が
正
式
に
決
定
し
た）

4
（

。

一
九
九
五
年
度
の
第
四
次
（
一
九
九
一
年
度
か
ら
の
通
算
）
調
査
は
、

お
も
に
モ
ン
ゴ
ル
国
中
部
と
西
部
で
お
こ
な
っ
た
。
調
査
の
期
間
は
、

一
九
九
五
年
八
月
二
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
で
あ
る
。
参
加
者
は
、
松

原
・
楊
・
濱
田
・
堀
・
林
・
小
長
谷
・
萩
原
守
（
当
時
神
戸
商
船
大
学
助

教
授
）
で
あ
っ
た
。

写真8　モンゴル国西部に暮らすトルコ系のホトン人（1993年9月、楊海英撮影）
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八
月
四
日
に
、
飛
行
機
で
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
ム
レ
ン
経
由
で
ウ
ラ
ン
ゴ
ム
に
む
か
う
。
今
回
の
調
査
に
は
、
ル
ハ
グ
ワ
ス
レ
ン
が
同
行
し

て
い
る
。
ウ
ラ
ン
ゴ
ム
で
、
先
行
し
て
い
た
林
・
ナ
ワ
ン
と
合
流
す
る
。
一
九
九
三
年
度
に
つ
づ
い
て
ウ
ラ
ン
ゴ
ム
を
再
訪
し
た
の
は
、
当
初
の

計
画
で
ウ
ラ
ン
ゴ
ム
北
部
の
国
境
か
ら
陸
路
で
ロ
シ
ア
連
邦
ト
ゥ
バ
共
和
国
に
入
国
す
る
予
定
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
出
国
と

ト
ゥ
バ
共
和
国
入
国
に
と
も
な
う
手
続
き
や
許
可
の
取
得
は
、
ル
ハ
グ
ワ
ス
レ
ン
が
す
べ
て
す
ま
せ
て
く
れ
て
い
た
。

八
月
五
日
に
は
、
ホ
ト
ン
の
人
た
ち
の
集
落
を
再
訪
し
た
。
ホ
ト
ン
の
人
た
ち
の
話
か
ら
、
社
会
主
義
時
代
に
お
け
る
宗
教
や
言
語
へ
の
弾
圧

に
よ
る
傷
痕
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
九
三
九
年
の
モ
ン
ゴ
ル
と
満
州
国
と
の
国
境
を
め
ぐ
る
ハ
ル
ハ
川
戦
争
（
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
）
に
は
、

四
十
人
の
ホ
ト
ン
の
人
た
ち
が
召
集
さ
れ
、
十
人
し
か
帰
還
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
と
よ
ば
れ
る
日
本
軍
と
ソ
連
軍
・
モ
ン

ゴ
ル
軍
と
の
戦
い
が
、
戦
場
と
な
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
に
住
む
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
の
人
生
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

八
月
七
日
朝
、
ウ
ラ
ン
ゴ
ム
か
ら
国
境
の
ボ
ル
シ
ョ
ま
で
北
上
す
る
。
モ
ン
ゴ
ル
側
の
税
関
で
、
な
ん
の
問
題
も
な
く
出
国
ス
タ
ン
プ
を
パ
ス

ポ
ー
ト
に
お
し
て
も
ら
う
。
す
こ
し
は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ロ
シ
ア
側
の
税
関
で
入
国
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
お
う
と
す
る
と
、
税
関
の
な
か
で
電

話
を
か
け
て
協
議
を
は
じ
め
た
。
し
ば
ら
く
ま
っ
て
い
る
と
、
ト
ゥ
バ
に
は
入
国
で
き
な
い
と
い
う
通
告
で
あ
る
。
理
由
は
、
二
週
間
前
に
だ
さ

れ
た
ロ
シ
ア
連
邦
首
相
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
名
の
命
令
に
よ
っ
て
、
地
方
の
税
関
で
の
出
入
り
は
ロ
シ
ア
国
籍
か
モ
ン
ゴ
ル
国
籍
を
も
つ
も
の

に
限
定
さ
れ
た
た
め
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
入
国
す
る
に
は
、
首
相
の
特
別
許
可
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
側
税
関
の
事
務
所
の
電
話

を
か
り
て
、
ル
ハ
グ
ワ
ス
レ
ン
が
わ
た
し
た
ち
の
う
け
い
れ
先
の
ト
ゥ
バ
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
歴
史
言
語
文
学
研
究
所
所
長
の
ド
ル
ジ
に
電

話
で
説
明
し
た
。
ド
ル
ジ
所
長
は
、
翌
日
ト
ゥ
バ
共
和
国
の
首
都
キ
ジ
ル
か
ら
国
境
ま
で
ゆ
く
か
ら
ま
つ
よ
う
に
と
い
う
。
そ
の
日
の
夜
は
、
国

境
線
の
ち
か
く
で
野
営
し
た
。

九
月
八
日
の
午
後
、
ド
ル
ジ
が
キ
ジ
ル
か
ら
五
時
間
ち
か
く
か
け
て
車
で
き
た
。
ド
ル
ジ
が
税
関
側
と
か
け
あ
っ
て
く
れ
る
が
、
ロ
シ
ア
連
邦

首
相
名
の
命
令
を
や
ぶ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
と
ト
ゥ
バ
の
国
境
線
を
し
め
す
遮
断
バ
ー
ご
し
に
、
ド
ル
ジ
が
持
参
し
た
ス
イ
カ
と
わ

た
し
が
も
っ
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
ウ
ォ
ト
カ
を
交
換
し
握
手
し
て
わ
か
れ
た
。
陸
路
で
の
国
境
ご
え
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
と
も
な
う
も
の
で

あ
る
。

九
月
九
日
か
ら
、
ト
ゥ
バ
ゆ
き
の
か
わ
り
に
モ
ン
ゴ
ル
西
部
を
踏
査
す
る
旅
を
は
じ
め
た
。
ま
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
も
っ
と
も
西
に
位
置
す
る

バ
ヤ
ン
ウ
ル
ギ
ー
県
を
目
ざ
す
。
九
日
の
午
後
、
ガ
ソ
リ
ン
の
補
給
の
た
め
ツ
ァ
ガ
ン
ノ
ー
ル
の
町
に
た
ち
よ
る
。
ツ
ァ
ガ
ン
ノ
ー
ル
は
、
ほ
と
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ん
ど
廃
墟
の
状
態
で
あ
っ
た
。
社
会
主
義
体
制
の
時
代
に
は
、
こ
の
町
は
ソ
連
邦
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
に
お
く
ら
れ
て
く
る
援
助
物
資
の
分
配
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
ソ
連
邦
の
解
体
後
、
そ
の
機
能
を
喪
失
し
た
の
と
そ
こ
で
は
た
ら
い
て
い
た
カ
ザ
フ
人
の
お
お
く
が
独
立
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
に
移
住
し
た
た
め
廃
墟
と
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。
お
お
く
の
廃
屋
の
木
材
や
板
が
、
は
ぎ
と
ら
れ
て
い
る
。
県
都
ウ
ル
ギ
ー
ま
で
の
道
々

で
、
は
ぎ
と
ら
れ
た
状
態
の
廃
屋
や
大
量
の
電
線
が
切
断
さ
れ
た
状
況
な
ど
を
目
に
し
て
い
る
。
こ
の
当
時
、
モ
ン
ゴ
ル
国
で
さ
か
ん
に
さ
け
ば

れ
た
「
民
主
化
す
る
」
と
い
う
言
葉
を
「
な
に
も
な
く
な
る
」
と
い
う
意
味
に
つ
か
う
こ
と
が
流
行
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

バ
ヤ
ン
ウ
ル
ギ
ー
県
で
は
、
カ
ザ
フ
人
が
多
数
派
を
し
め
る
。
こ
れ
ら
の
カ
ザ
フ
人
に
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
遊
牧
絶
滅

政
策
に
と
も
な
う
虐
殺
や
飢
饉
か
ら
逃
れ
た
り
、
同
時
代
に
進
行
し
た
新
疆
で
の
動
乱
を
避
け
て
こ
こ
に
き
た
歴
史
を
背
負
う
人
が
多
数
ふ
く
ま

れ
て
い
る
。
バ
ヤ
ン
ウ
ル
ギ
ー
や
そ
れ
に
隣
接
す
る
ホ
ブ
ド
な
ど
の
地
域
に
は
、
カ
ザ
フ
だ
け
で
な
く
、
ト
ゥ
バ
や
ア
ル
タ
イ
・
ウ
リ
ヤ
ン
ハ
イ
、

ザ
ハ
チ
ン
な
ど
多
様
な
民
族
集
団
が
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
民
族
集
団
も
、
複
雑
で
多
様
な
歴
史
の
流
れ
の
な
か
を
現
在
ま
で
生
き
つ
い
で
き
た

の
で
あ
る
。

バ
ヤ
ン
ウ
ル
ギ
ー
か
ら
ホ
ブ
ド
、
ゴ
ビ
ア
ル
タ
イ
、
ザ
ブ
ハ
ン
、
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
、
ボ
ル
ガ
ン
の
諸
県
を
め
ぐ
っ
て
、
九
月
二
十
七
日
夜
お
そ

く
に
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
帰
着
し
た
。
同
月
三
十
一
日
、
北
京
経
由
で
帰
国
す
る
。

広
域
踏
査
は
つ
づ
く

一
九
九
六
年
度
の
第
五
次
調
査
は
、
一
九
九
六
年
八
月
七
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
ト
ゥ
バ
共
和
国
と
モ
ン
ゴ
ル
国
北
西
部
で
お
こ
な
っ
た
。
参

加
者
は
、
松
原
・
楊
・
堀
・
林
・
小
長
谷
・
萩
原
と
モ
ン
ゴ
ル
国
側
の
ル
ハ
グ
ワ
ス
レ
ン
、
ナ
ワ
ン
で
あ
る
。
今
回
は
、
昨
年
度
に
モ
ン
ゴ
ル
側

か
ら
ト
ゥ
バ
共
和
国
に
陸
路
で
は
い
れ
な
か
っ
た
の
で
、
空
路
で
ト
ゥ
バ
共
和
国
に
は
い
っ
た
あ
と
陸
路
で
モ
ン
ゴ
ル
に
入
国
す
る
こ
と
に
し
た
。

出
入
国
に
必
要
な
手
続
き
は
、
す
べ
て
ル
ハ
グ
ワ
ス
レ
ン
が
お
こ
な
っ
て
く
れ
た
。

八
月
七
日
、
新
潟
を
経
由
し
て
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
到
着
し
た
。
八
月
十
日
午
後
、
飛
行
機
で
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
ト
ゥ
バ
共
和
国
の
首
都
キ
ジ

ル
に
飛
ぶ
。
キ
ジ
ル
の
飛
行
場
に
は
、
ル
ハ
グ
ワ
ス
レ
ン
と
ナ
ワ
ン
と
と
も
に
、
昨
年
国
境
で
わ
か
れ
た
ド
ル
ジ
も
む
か
え
に
き
て
い
た
。
わ
た

し
た
ち
が
利
用
す
る
三
台
の
ソ
連
製
ジ
ー
プ
と
三
人
の
運
転
手
も
、
国
境
を
こ
え
て
き
て
い
る
。
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
キ
ジ
ル
ま
で
、
陸
路
を

つ
か
っ
て
い
る
。
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ト
ゥ
バ
共
和
国
は
、
面
積
一
七
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
日
本
の
面
積
の
約
半
分
）、
人
口
約
三
十
万
人
で
あ
る
。
言
語
は
ト
ル
コ
語
系
の
ト
ゥ

バ
語
、
モ
ン
ゴ
ル
国
と
同
様
に
仏
教
徒
が
多
数
を
し
め
る
。
こ
こ
で
も
、
仏
教
再
興
の
潮
流
が
強
く
み
ら
れ
る
。
ソ
連
邦
の
解
体
時
に
は
独
立
を

目
ざ
す
う
ご
き
も
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
と
ど
ま
る
選
択
を
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
革
命
と
と
も
に
お
こ
っ
た
政
治
的
な
嵐
の
な
か
で
独
立
国

（
ト
ゥ
バ
人
民
共
和
国
）
で
あ
っ
た
時
期
も
み
ら
れ
る
が
、
一
九
四
四
年
に
自
治
州
と
し
て
ソ
連
邦
に
編
入
さ
れ
た
歴
史
が
あ
る
。

ト
ゥ
バ
共
和
国
に
は
、
遊
牧
民
の
歴
史
を
し
め
す
遺
跡
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
遺
跡
の
ひ
と
つ
が
、
ア
ル
ジ
ャ
ン
古
墳
群
で

あ
る
。
こ
こ
を
、
八
月
十
一
日
に
た
ず
ね
た
。
ア
ル
ジ
ャ
ン
古
墳
群
は
、
キ
ジ
ル
の
北
西
約
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
広
濶

な
谷
間
に
八
列
を
な
す
数
百
基
の
古
墳
が
、
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
な
ら
ん
で
い
る
。
一
九
七
四
年
に
発
掘
さ
れ
た
大
古
墳
は
、
直
径

八
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
形
で
、
内
部
は
カ
ラ
マ
ツ
の
木
材
を
井
桁
に
組
ん
だ
七
十
の
槨
室
か
ら
な
っ
て
い
た
。
中
央
の
王
墓
の
ま
わ
り
に
は
、
十
数

人
の
殉
死
者
の
棺
と
百
数
十
頭
の
ウ
マ
が
陪
葬
さ
れ
て
い
た
。
副
葬
品
の
な
か
に
は
、
ス
キ
タ
イ
動
物
文
様
の
青
銅
製
品
の
飾
板
な
ど
が
あ
っ
た
。

時
代
は
、
紀
元
前
九
世
紀
末
か
ら
紀
元
前
八
世
紀
初
頭
の
も
の
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ス
キ
タ
イ
の
遺
跡
と
し
て
は
最
古
の
も

の
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

八
月
十
二
日
、
キ
ジ
ル
の
南
東
約
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
テ
ス
湖
の
な
か
の
島
に
あ
る
ポ
ル
バ
ジ
ン
遺
跡
を
お
と
ず
れ
た
。
キ
ジ
ル
か
ら
十

九
人
乗
り
の
小
型
プ
ロ
ペ
ラ
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
テ
ス
湖
ち
か
く
の
ク
ン
グ
ル
ト
ゥ
ク
の
草
原
の
飛
行
場
に
む
か
い
、
ト
ラ
ッ
ク
と
小
舟
を
の

り
つ
い
で
現
場
に
到
着
し
た
（
写
真
9
）。
ポ
ル
バ
ジ
ン
遺
跡
は
、
八
世
紀
末
の
ウ
イ
グ
ル
時
代
の
都
城
址
で
あ
る
（
写
真
10
）。
周
囲
は
、
二
一
五

×
一
六
二
メ
ー
ト
ル
の
方
形
を
し
た
版
築
の
城
壁
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
。
永
久
凍
土
層
の
湖
中
の
島
に
こ
の
よ
う
な
都
城
を
、
な
ぜ
ウ
イ
グ
ル
が

建
設
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

ト
ゥ
バ
共
和
国
の
な
か
を
、
三
台
の
ジ
ー
プ
で
縦
横
に
駆
け
め
ぐ
っ
た
。
途
中
で
小
エ
ニ
セ
イ
川
を
、
車
ご
と
渡
し
船
で
わ
た
っ
て
い
る
。
こ

の
渡
し
船
は
、
両
岸
の
櫓
の
あ
い
だ
に
空
中
に
わ
た
し
た
頑
丈
な
ワ
イ
ヤ
ー
に
つ
な
が
れ
、
水
流
の
強
い
圧
力
を
舵
に
う
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
左

右
ど
ち
ら
に
で
も
エ
ン
ジ
ン
な
し
に
動
け
る
す
ぐ
れ
も
の
で
あ
っ
た
。
渡
し
賃
は
無
料
で
、
船
頭
は
こ
の
三
年
間
無
給
で
は
た
ら
い
て
い
る
と
い

う
。
ソ
連
邦
解
体
に
と
も
な
う
影
響
が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

八
月
十
六
日
、
ト
ゥ
バ
共
和
国
の
西
端
に
近
い
町
ア
ク
ド
ブ
ラ
ク
ま
で
ゆ
く
。
ア
ク
ド
ブ
ラ
ク
に
は
、
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の
大
工
場
と
鉱

山
が
あ
る
。
ソ
連
時
代
は
、
ア
ク
ド
ブ
ラ
ク
の
工
場
で
ソ
連
邦
全
体
に
必
要
な
石
綿
の
ほ
と
ん
ど
を
生
産
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
で
も
、
工
場
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労
働
者
は
無
給
で
細
々
と
操
業
を
継
続
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

八
月
十
七
日
、
ト
ゥ
バ
共
和
国
か
ら
の
出
国
の
た
め
国
境
の
税
関
ポ
ス

ト
に
む
か
う
。
途
中
で
税
関
ポ
ス
ト
へ
む
か
う
道
が
わ
か
ら
な
く
な

り
、
ち
ょ
う
ど
通
り
か
か
っ
た
騎
馬
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
老
人
に
道
順
を

お
し
え
て
も
ら
っ
た
。
昨
年
通
過
で
き
な
か
っ
た
税
関
ポ
ス
ト
を
ぬ
け

て
、
ほ
と
ん
ど
ト
ラ
ブ
ル
な
く
モ
ン
ゴ
ル
側
に
入
国
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
日
の
夕
方
、
国
境
ち
か
く
の
草
原
で
野
営
す
る
。

八
月
十
八
日
、
ウ
ラ
ン
ゴ
ム
に
た
ち
よ
っ
た
あ
と
、
東
へ
む
け
て
車

で
の
移
動
を
開
始
す
る
。
オ
ブ
ス
県
の
東
部
で
は
、
春
夏
秋
冬
の
家
畜

群
の
移
動
に
と
も
な
っ
て
、
役
所
も
そ
れ
ぞ
れ
の
営
地
に
移
動
す
る
方

式
が
は
じ
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
、
ホ
ブ
ド
県
で
も

採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
オ
ブ
ス
県
を
ぬ
け
た
あ
と
、
ザ
ブ
ハ
ン
県
、

フ
ブ
ス
グ
ル
県
な
ど
を
踏
査
し
て
、
八
月
二
十
七
日
の
夜
半
に
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
に
帰
着
し
た
。
八
月
三
十
日
に
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
を
た
ち
、

北
京
で
一
泊
し
た
あ
と
翌
日
帰
国
し
た
。

一
九
九
七
年
度
の
第
六
次
調
査
は
、
一
九
九
七
年
八
月
六
日
か
ら
八

月
三
十
日
ま
で
、
ロ
シ
ア
連
邦
ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国
と
モ
ン
ゴ
ル
国
東

部
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
。
参
加
者
は
、
松
原
・
楊
・
堀
・
林
・
小
長

谷
・
萩
原
と
ル
ハ
グ
ワ
ス
レ
ン
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
バ

ヤ
ル
（
考
古
学
者
）
で
あ
る
。

八
月
六
日
夜
、
新
潟
か
ら
の
飛
行
機
で
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
つ
く
。
飛

行
場
に
は
、
ル
ハ
グ
ワ
ス
レ
ン
と
バ
ヤ
ル
、
先
発
し
て
い
た
楊
が
む
か

写真9　トゥバの遺跡調査時に乗った小舟（1996年8月、楊海英撮影）
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え
に
き
て
い
た
。
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
陸
路
で
き
た
ジ
ー
プ
三
台
と

三
人
の
運
転
手
も
、
一
緒
で
あ
る
。

八
月
七
日
午
後
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
北
東
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
ウ
ス
チ
オ
ル
デ
ン
ス
キ
ー
近
郊
に
あ
る
マ
ナ
ハ
イ
遺
跡
を
た
ず
ね
た
。

マ
ナ
ハ
イ
遺
跡
は
、
唐
時
代
の
ト
ル
コ
系
ク
リ
カ
ン
の
人
び
と
の
城
塞

跡
と
さ
れ
る
が
、
地
元
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
人
び
と
は
神
聖
な
祭
祀
遺
跡

と
し
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち
を
現
場
に
案
内
し
て
く
れ
た
文
化
セ
ン

タ
ー
所
長
の
ユ
ー
リ
ー
ボ
リ
ソ
ビ
ッ
チ
ほ
か
三
人
の
か
た
が
た
は
、
聖

な
る
祭
祀
場
に
は
い
る
と
き
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
儀
式
を
再
現
し
て

く
れ
た
。
ブ
リ
ヤ
ー
ト
古
来
の
文
化
は
は
げ
し
い
ロ
シ
ア
化
の
影
響
を

う
け
て
変
容
し
て
い
る
た
め
、
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
と
と
も
に
固
有

の
儀
礼
や
信
仰
の
復
興
の
模
索
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
写

真
11
）。

八
月
八
日
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国
の
首
都
ウ
ラ

ン
ウ
デ
に
む
か
う
。
八
月
十
日
に
は
、
ウ
ラ
ン
ウ
デ
か
ら
バ
イ
カ
ル
湖

の
東
側
に
そ
っ
て
バ
ル
グ
ジ
ン
盆
地
を
目
ざ
し
て
北
上
す
る
。
ウ
ラ
ン

ウ
デ
か
ら
バ
ル
グ
ジ
ン
盆
地
中
央
部
の
ク
ル
ム
カ
ン
ま
で
は
、
約
四
〇

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
あ
っ
た
。
バ
ル
グ
ジ
ン
盆
地
に
ブ
リ
ヤ
ー

ト
人
が
進
出
し
た
の
は
、
十
八
世
紀
こ
ろ
と
さ
れ
る
。
そ
の
北
部
に
は
、

エ
ベ
ン
キ
人
が
居
住
し
て
い
た
。
バ
ル
グ
ジ
ン
盆
地
の
内
部
は
、
広
大

な
湿
地
帯
が
し
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
所
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、

新
石
器
時
代
以
降
の
さ
ま
ざ
ま
な
遺
跡
が
点
在
す
る
。

写真10　トゥバ共和国ポルバジンのウイグル時代の都城址（1996年8月、楊海英撮影）
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八
月
十
二
日
に
、
ウ
ラ
ン
ウ
デ
で
ブ
リ
ヤ
ー
ト
歴
史
博
物
館

の
収
蔵
庫
内
の
資
料
を
み
せ
て
も
ら
う
。
こ
の
収
蔵
庫
の
建
物

は
ロ
シ
ア
正
教
の
教
会
で
あ
っ
た
が
、
ソ
連
時
代
に
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
関
係
の
仏
像
や
仏
具
を
大
量
に
収
蔵
し
て
封
印
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
収
蔵
品
を
く
わ
し
く
み
る
時
間
は
な
か
っ
た
が
、

注
目
す
べ
き
資
料
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
小
型

の
金
銅
製
の
弥
勒
菩
薩
像
で
、
後
背
に
「
太
平
真
君
二
季
歳
」

の
銘
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
四
四
一
年
の
北
魏
の
太
武
帝
の
時

代
の
も
の
で
あ
る
。
北
魏
は
、
鮮
卑
拓
跋
部
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
強
力
な
遊
牧
国
家
だ
。
こ
の
仏
像
は
、
ウ
ラ
ン
ウ
デ
近
郊

の
畑
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
説
明
を
う
け
た
。
収
蔵
庫
内
に
保

管
さ
れ
て
い
る
大
量
の
仏
教
関
係
の
資
料
の
大
部
分
は
、
社
会

主
義
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル
の
寺
院
な
ど
か
ら
強
制
的
に
接
収
さ
れ

た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

八
月
十
二
日
夜
、
ウ
ラ
ン
ウ
デ
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
国
境
に
ち
か

い
キ
ャ
フ
タ
へ
南
下
す
る
途
中
で
発
掘
中
の
バ
ヤ
ン
ウ
ン
ド
ゥ

ル
遺
跡
を
た
ず
ね
る
。
発
掘
は
、
ダ
ニ
エ
ル
隊
長
と
二
人
の
研

究
者
を
含
む
二
十
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

一
九
八
九
年
に
試
掘
し
た
あ
と
、
一
九
九
一
年
か
ら
発
掘
を
は

じ
め
た
。
遺
跡
は
、
匈
奴
時
代
の
城
塞
と
低
い
土
塁
に
か
こ
ま

れ
た
住
居
址
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
ナ
イ
フ
や
白
銅

の
漢
鏡
、
陶
片
、
ヒ
ツ
ジ
と
ウ
シ
の
骨
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

写真11　ブリヤート共和国のウスチオルデンスキー草原において、シャーマニズムの儀式を終えてから現地
の研究者たちと交流した風景。左からルハグワスレン、萩原守、松原、小長谷有紀、堀直、林俊雄とブリヤ
ート・モンゴルの研究者たち（1997年8月、楊海英撮影）
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こ
の
夜
、
遺
跡
の
そ
ば
で
野
営
し
た
。

八
月
十
三
日
の
昼
に
遺
跡
を
た
っ
て
、
キ
ャ
フ
タ
に
む
か
っ
た
。
翌
日
の
午
後
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国
側
の
ナ
ウ
シ
キ
駅
か
ら
汽
車
に
の
っ
て

モ
ン
ゴ
ル
国
側
の
ス
フ
バ
ー
ト
ル
駅
に
つ
く
。
ロ
シ
ア
国
籍
や
モ
ン
ゴ
ル
国
籍
を
も
た
な
い
外
国
人
は
、
車
で
国
境
を
ぬ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

鉄
路
で
こ
の
間
を
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
フ
バ
ー
ト
ル
駅
で
、
わ
た
し
た
ち
の
ジ
ー
プ
と
再
会
し
た
。

八
月
十
五
日
朝
、
ス
フ
バ
ー
ト
ル
の
ち
か
く
の
セ
レ
ン
ゲ
川
と
オ
ル
ホ
ン
川
の
合
流
点
を
み
に
ゆ
く
。
滔
々
と
し
た
豊
か
な
流
れ
は
、
ま
さ
に

大
河
の
お
も
む
き
で
あ
る
。
ス
フ
バ
ー
ト
ル
か
ら
南
下
し
て
ダ
ル
ハ
ン
を
す
ぎ
た
あ
と
、
南
西
方
向
に
す
す
ん
で
ア
マ
ル
バ
ヤ
ス
ガ
ラ
ン
ト
寺
院

に
む
か
う
。
こ
の
寺
院
は
、
一
七
二
六
（
雍
正
四
）
年
に
清
朝
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
が
、
一
九
三
八
年
に
閉
鎖
さ
れ
ソ
連
軍
が
仏
像
や
仏
具
を

何
台
も
の
ト
ラ
ッ
ク
で
は
こ
び
さ
っ
た
と
い
う
。
ウ
ラ
ン
ウ
デ
の
収
蔵
庫
の
資
料
の
一
部
は
、
こ
の
と
き
収
奪
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
お
も
わ

れ
る
。
寺
院
に
は
、
二
十
人
ほ
ど
の
ラ
マ
僧
が
い
た
。

八
月
十
六
日
朝
、
ダ
ル
ハ
ン
に
ひ
き
か
え
し
た
あ
と
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
を
へ
て
モ
ン
ゴ
ル
東
部
へ
む
か
う
。
ヘ
ン
テ
ィ
ー
県
、
ド
ル
ノ
ド
県
、

ス
フ
バ
ー
ト
ル
県
な
ど
を
踏
査
す
る
。
南
は
、
中
国
国
境
に
ち
か
い
ダ
リ
ガ
ン
ガ
ま
で
ゆ
く
。
八
月
二
十
六
日
に
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
帰
着
し

た
。
八
月
三
十
日
、
帰
国
す
る
。

中
央
ア
ジ
ア
の
魅
力

中
央
ア
ジ
ア
の
魅
力
は
、
底
し
れ
な
い
ほ
ど
深
い
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
風
景
が
魅
力
的
だ
。
は
て
し
な
く
つ
づ
く
草
原
や
深
く
刻
ま
れ
た
山

襞
の
な
か
の
道
を
た
ど
る
と
き
、
そ
こ
を
往
来
し
た
人
び
と
の
姿
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
の
人
び
と
が
醸
し
だ
す
魅
力
、

折
り
か
さ
な
っ
て
重
層
化
し
た
歴
史
の
魅
力
に
ふ
れ
る
た
め
に
は
、
現
地
に
み
ず
か
ら
の
身
を
は
こ
ぶ
し
か
な
い
。
そ
の
魅
力
の
源
を
す
こ
し
で

も
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
土
地
に
身
を
お
き
、
そ
の
土
地
の
風
を
身
体
の
な
か
に
い
れ
る
努
力
が
不
可
欠
だ
。
こ
れ
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

第
一
歩
と
な
る
。

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
自
分
の
目
で
一
見
す
る
こ
と
の
方
が
、
耳
か
ら
百
聞
す
る
よ
り
も
勝
っ
て
い
る
と
い
う
意

味
だ
。
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
は
、
百
聞
も
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
百
見
や
百
読
も
必
要
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
で
き
る
だ
け
お
お
く
の

土
地
の
人
の
話
を
く
り
か
え
し
聞
き
、
で
き
る
だ
け
広
く
お
お
く
の
土
地
の
事
物
を
見
、
で
き
る
だ
け
広
く
深
く
資
料
や
書
物
を
渉
猟
す
る
こ
と
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が
の
ぞ
ま
し
い
わ
け
で
あ
る
。
最
後
に
も
っ
と
も
不
可
欠
な
の
は
、
み
ず
か
ら
の
頭
を
つ
か
っ
て
思
索
を
深
め
る
こ
と
だ
。
こ
れ
が
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
第
二
歩
、
第
三
歩
と
な
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
第
一
歩
か
ら
第
二
歩
、
第
三
歩
ま
で
着
実
に
積
み
あ
げ
る
の
は
、
現
実
に
は
至
難
の
業
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
永
続
的

な
ひ
と
つ
の
努
力
目
標
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
き
る
だ
け
、
こ
の
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
歩
を
す
す
め
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
確
実

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
に
よ
り
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
足
を
む
け
な
け
れ
ば
開
始
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
中
央
ア
ジ

ア
を
ひ
と
つ
の
場
と
し
た
、
わ
た
し
た
ち
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
へ
の
と
り
く
み
は
こ
う
し
て
は
じ
ま
っ
た
。

六
次
に
わ
た
る
広
域
踏
査
の
総
走
行
距
離
は
、
一
回
あ
た
り
の
走
行
距
離
が
五
〇
〇
〇
〜
八
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
の
で
、
四
万
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
地
球
を
一
周
す
る
距
離
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
距
離
を
は
し
っ
た
に
し
て
も
、
も
ち
ろ
ん
実
見
で
き

た
の
は
す
べ
て
の
範
囲
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
あ
る
。
そ
う
い
う
制
約
は
あ
る
け
れ
ど
、
広
域
踏
査
の
も
た
ら
す
意
味
に
は

お
お
き
な
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
広
域
踏
査
に
よ
っ
て
、
風
景
が
わ
た
し
た
ち
の
身
体
の
な
か
に
定
着
し
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

に
と
も
な
っ
て
、
風
景
の
な
か
に
と
け
こ
ん
で
い
る
遺
跡
や
重
層
化
し
た
歴
史
の
澱
を
立
体
化
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
で
て
く
る
。

わ
た
し
た
ち
の
六
次
に
わ
た
る
広
域
踏
査
は
、
こ
れ
で
す
べ
て
完
結
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
六
次
の
広
域
踏
査
の
延
長
線
上
に
、
西
方

へ
の
さ
ら
な
る
調
査
の
継
続
と
対
象
地
域
の
範
囲
の
拡
大
や
、
い
く
つ
か
の
地
点
を
え
ら
ん
で
の
長
期
的
で
深
い
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
調
査
を
お

こ
な
う
計
画
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
諸
般
の
事
情
で
継
続
の
計
画
を
す
べ
て
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
て
い

な
い
。
そ
れ
で
も
、
継
続
計
画
の
一
部
は
、
小
長
谷
有
紀
を
代
表
と
す
る
「
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
お
け
る
遊
牧
の
変
遷
に
関
す
る
歴
史
民
族
学
的
研

究
」（
一
九
九
八
年
度
、
一
九
九
九
年
度
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
三
次
。
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金　
研
究
課
題
／
領
域
番
号10041057

）
な
ど
に
お
い
て

実
施
し
て
い
る）

5
（

。
こ
の
主
に
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
を
対
象
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
は
、
小
長
谷
・
松
原
・
楊
・
萩
原
・
ル
ハ
グ
ワ
ス
レ
ン
な

ど
が
参
加
し
た
。
一
九
九
八
年
以
降
に
、
林
俊
雄
は
モ
ン
ゴ
ル
で
の
考
古
学
的
発
掘
、
楊
海
英
は
内
モ
ン
ゴ
ル
・
青
海
省
・
新
疆
な
ど
で
の
数
お

お
く
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

中
央
ア
ジ
ア
の
魅
力
と
そ
こ
に
蓄
積
さ
れ
た
叡
智
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
掘
り
お
こ
し
て
正
当
な
形
に
位
置
づ
け
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
さ
ら

に
数
お
お
く
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
つ
み
か
さ
ね
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
一
九
九
一
年
度
か
ら
一
九
九
七
年
度
に

か
け
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
課
題
で
は
な
い
。
す
で
に
多
数
の
す
ぐ
れ
た
研
究
者
た
ち
が
と
り
く
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ん
で
い
る
課
題
で
あ
る
し
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
お
お
く
の
研
究
者
が
参

加
し
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
領
域
だ
と
お
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
現
生
人
類
の
豊
か
な
営
み
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

わ
た
し
自
身
は
、
こ
れ
ま
で
四
十
数
年
に
わ
た
っ
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
に

お
け
る
遊
牧
社
会
を
主
要
な
研
究
対
象
と
し
て
き
た
。
そ
の
研
究
の
な

か
で
到
達
し
た
の
は
、
現
生
人
類
史
に
お
け
る
遊
牧
の
起
源
と
展
開
に

は
た
し
た
中
央
ア
ジ
ア
と
西
ア
ジ
ア
の
重
要
性
の
再
認
識
で
あ
る
。
ひ

と
つ
の
結
論
は
、
遊
牧
の
起
源
が
か
な
ら
ず
し
も
家
畜
化
と
直
結
す
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
家
畜
化
を
前
提
に
し

な
け
れ
ば
遊
牧
の
起
源
は
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
遊
牧
の
端
緒
は

現
生
人
類
と
野
生
の
動
物
群
と
の
共
生
関
係
の
構
築
に
あ
っ
た
と
か
ん

が
え
る
も
の
だ
。
現
生
人
類
と
最
初
に
共
生
関
係
を
構
築
し
た
の
は
、

野
生
状
態
の
ヤ
ギ
の
群
れ
と
ヒ
ツ
ジ
の
群
れ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
（
写

真
12
）。
家
畜
化
は
、
そ
れ
よ
り
ず
っ
と
後
の
時
代
に
お
こ
っ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
結
論
は
、
現
生
人
類
と
野
生
動
物
群
と
の
共
生
関
係
の

構
築
に
お
い
て
主
要
な
役
割
を
は
た
し
た
の
が
、
女
性
と
子
ど
も
た
ち

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
結
論
に
到
達
し
た
根
拠
の

ひ
と
つ
は
、
長
年
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
と
づ
く
知
見
だ
。
こ
れ

ま
で
参
与
し
て
き
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
遊
牧
社
会
の
な
か
で
、
家
畜
群
の

正
確
な
来
歴
と
母
系
制
を
た
ど
る
家
畜
群
の
個
体
名
を
す
べ
て
把
握
し

て
い
る
の
は
例
外
な
く
女
性
た
ち
（
そ
れ
と
子
ど
も
た
ち
）
で
あ
る
。
こ

写真12　モンゴル高原東部の遊牧民の家畜の群れ。ヒツジとヤギからなる（1997年8月、楊海英撮影）
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う
し
た
現
象
は
、
中
央
ア
ジ
ア
と
西
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
や
く
か
ら
展
開
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
『
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
現
在
―
草
原
の
叡
智
』
の
執
筆
者
は
、
い
ず
れ
も
「
天
山
・
ア
ル
タ
イ
地
域
に
お
け
る
遊
牧
の
歴
史
民
族
学

的
研
究
」
と
「
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
民
族
形
成
の
歴
史
民
族
学
的
研
究
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
松
原
・
楊
・
小
長

谷
は
民
族
学
（
人
類
学
）
の
立
場
か
ら
、
堀
・
濱
田
・
萩
原
は
歴
史
学
の
立
場
か
ら
、
林
は
考
古
学
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
論
文
を
執
筆
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
す
べ
て
各
執
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
と
り
ま
と
め
は
、
楊
海
英

君
が
お
こ
な
っ
て
く
れ
た
。

「
ア
ジ
ア
遊
学
」
の
一
冊
と
し
て
本
書
の
出
版
を
ひ
き
う
け
て
い
た
だ
い
た
勉
誠
出
版
と
本
書
の
編
集
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た
福
井
幸
さ
ん
、

和
泉
浩
二
郎
さ
ん
に
、
深
い
謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。

注（
1
）　

ト
ル
コ
系
遊
牧
民
ユ
ル
ッ
ク
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
記
録
の
一
部
は
、
次
の
書
物
に
ま
と
め
て
い
る
。
松
原
正
毅
『
遊
牧
の
世
界

―
ト
ル

コ
系
遊
牧
民
ユ
ル
ッ
ク
の
民
族
誌
か
ら
』
上
・
下
（
中
公
新
書
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
）。
本
書
の
再
刊
は
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
平
凡
社
、
二

〇
〇
四
年
。

（
2
）　M

asam
i H

am
ada, ‘ L' inscription de X

iate

（Shata
）’ , SILK

 RO
AD

 STU
D

IES V, pp.63 -65 , 2000 .

（
3
）　

中
国
科
学
院
新
疆
生
物
土
壌
沙
漠
研
究
所
巴
音
布
魯
克
草
原
生
態
観
測
試
験
站
の
紹
介
と
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
草
原
（
バ
イ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
草
原
）
に
お
け
る
遊

牧
の
現
状
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
梅
村
論
文
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
梅
村
は
、
一
九
九
三
年
九
月
初
旬
に
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
草
原
を
た
ず
ね
た
。
梅
村
坦
「
天
山
山

中
に
遊
牧
民
を
た
ず
ね
て
」（
松
原
正
毅
・
小
長
谷
有
紀
・
楊
海
英
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

―
遊
牧
研
究
の
最
前
線
』
平
凡
社
、
二
〇

〇
五
年
）。

（
4
）　

一
九
九
五
年
度
、
一
九
九
六
年
度
、
一
九
九
七
年
度
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
書
物
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
萩
原
守
『
体
感
す
る

モ
ン
ゴ
ル
現
代
史
』（
南
船
北
馬
舎
、
二
〇
〇
九
年
）。
小
長
谷
有
紀
『
人
類
学
者
は
草
原
に
育
つ

―
変
貌
す
る
モ
ン
ゴ
ル
と
と
も
に
』（
臨
川
書
店
、
二
〇

一
四
年
）。

（
5
）　

小
長
谷
有
紀
編
『
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
お
け
る
遊
牧
の
変
遷
に
関
す
る
歴
史
民
族
学
的
研
究
』（
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
2
）
研
究
成
果

報
告
書
、
二
〇
〇
一
年
）。
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中
華
人
民
共
和
国

モ
ン
ゴ
ル
国

ロ
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ン
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湖
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ボ
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ジ
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ョ
ク
ト
ガ
イ

三
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海
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ウ
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ン
グ
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ボ
ク
シ
ル

昭
蘇

ヤ
レ
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1991年
先
発
隊
調
査
ル
ー
ト

1991年
調
査
ル
ー
ト

1992年
調
査
ル
ー
ト

1993年
調
査
ル
ー
ト

0
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ト
ゥ
バ
共
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富
蘊
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ガ
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ホ
ル
ゴ
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シ
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ゥ
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ゥ
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ガ
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ヒ
ャ
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湖

オ
ブ
ス
湖

フ
ブ
ス
グ
ル
湖
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チ
ト
ゥ
ル
フ
ァ
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（
チ
ン
ギ
ル
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ユ
ル
ド
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ズ
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イ
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テ
ィ
シ
ュ
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チ
リ
ク
タ

ア
ラ・コ
ル

サ
シ
ク・コ

ル

タ
ル
バ
ガ
タ
イエ
ビ
湖

ア
ル
マ
ア
タ （
ア
ル
マ
ト
ゥ
）

ウ
ス
チ
カ
メ
ノ
ゴ
ル
ス
ク

サ
ギ
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ト
ゥ
ル
ガ
イ
ト

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

甘
粛
省

温
泉

ジ
ャ
ガ
ス
タ
イ

イ
デ
ル
川

地
図
1　
1991〜

1993年
に
お
け
る
調
査
ル
ー
ト（
林
俊
雄
原
図
を
一
部
改
編
）
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地
図
2　
1995年

8月
に
お
け
る
調
査
。
萩
原
守
著『
体
感
す
る
モ
ン
ゴ
ル
現
代
史
』（
南
船
北
馬
舎
、2009年

）よ
り
転
載
。
白
ぬ
き
数
字
は
宿
泊
日
、
細
い
破
線
は
行
程
を
示
す
。
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地
図
3　
1996年

8月
に
お
け
る
調
査
。
萩
原
守
著『
体
感
す
る
モ
ン
ゴ
ル
現
代
史
』（
南
船
北
馬
舎
、2009年

）よ
り
転
載
。
白
ぬ
き
数
字
は
宿
泊
日
、
細
い
破
線
は
行
程
を
示
す
。

SA
M
PL

E



30

地
図
4　
1997年

8月
前
半
の
調
査
ル
ー
ト
。
萩
原
守
著『
体
感
す
る
モ
ン
ゴ
ル
現
代
史
』（
南
船
北
馬
舎
、

2009年
）
よ
り
転
載
。
白
ぬ
き
数
字
は
宿
泊
日
、
細
い
破
線

は
行
程
を
示
す
。
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地
図
5　
1997年

8月
後
半
の
調
査
ル
ー
ト
。
萩
原
守
著『
体
感
す
る
モ
ン
ゴ
ル
現
代
史
』（
南
船
北
馬
舎
、

2009年
）
よ
り
転
載
。
白
ぬ
き
数
字
は
宿
泊
日
、
細
い
破
線

は
行
程
を
示
す
。
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